
補修工事（2）(着手日指定型)

上部工断面図 S=1:50

400 4000 400

4800

800 2@1600=3200 800

250

83
5

1.0% 1.0%

15
0

400 4000 400

4800

800 2@1600=3200 800

250

83
5

1.0% 1.0%

15
0

第1,2径間 横桁 第1,2径間 対傾構

400 4000 400

4800

800 2@1600=3200 800

83
5

支点部 中間部

1.0% 1.0%

15
0

400 4000 400

4800

800 2@1600=3200 800

83
5

1.0% 1.0%

15
0

第3径間 横桁 第3径間 対傾構

82
2

82
2

CL CL

CLCL

250 300250～300 300

支点部 中間部

補修計画一般図
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55 桁長21000 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

4.000m

1974年3月

65.175m

3径間合成単純鋼I桁橋

竣工年月

橋　長

有効幅員

規格・設計荷重

適用示方書

橋梁諸元

基礎形式：不明

下部工及び基礎工形式 橋台：逆T式橋台　橋脚：T型柱小判型

昭和47年度

TL-14 2等橋

橋　種

A1 P1 P2 A2

A1 P1 P2 A2

下部工正面図 S=1:80

A1橋台 A2橋台

P1橋脚 P2橋脚
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L LCC

防護柵 取替え工

防護柵 取替え工

防護柵 取替え工

照明柱 塗替え塗装工
　　　 FRPシート設置工照明柱 塗替え塗装工 照明柱 塗替え塗装工 照明柱 塗替え塗装工

　　 水切り設置工
　　 水切り設置工 　　 水切り設置工

照明柱 塗替え塗装工

照明柱 塗替え塗装工
　　　 塗替え塗装工
照明柱 FRPシート設置工

照明柱 塗替え塗装工

谷　橋

工 事 名

令 和 　 　 年 度

図　　名

工事 所

課
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長
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縮　 尺

図面番号
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【谷橋】

部材区分 補修方法 材料等

上部工
(鋼I桁)

RC床版 ウォーターカッター同等品・水切り設置工

防護柵 ・防護柵取替え工-防護柵 アルミ製

・FRPシート設置工 紫外線硬化型FRPシート
照明柱

・塗替え塗装工
-照明柱

Rc-Ⅲ塗装系 道路橋りょう整備事業

補修計画一般図

事 業 名

阿南市桑野町紺屋ほか

阿南市建設部土木課

市道谷紺屋線（谷橋）

 1

　　 水切り設置工 　　 水切り設置工 　　 水切り設置工

　　 水切り設置工 　　 水切り設置工 　　 水切り設置工

t=50mm
As舗装 As舗装

t=50mm

t=50mm
As舗装As舗装

t=50mm



水切り設置工計画図

平面図(桁下) S=1:200
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桁長2100055 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

55 桁長21000 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

1.3%1.7%

河川(桑野川)

側面図 S=1:200
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800 1700

1000

1700 800水切り設置工F M F M F M

名　称

ウォーターカッター同等品

仕様・寸法

水切り設置工

数　量

水切り材

単位

130.01

備　考

m

水切り設置工 L=21003 水切り設置工 L=21000 水切り設置工 L=23002

水切り設置工 L=23002水切り設置工 L=21000水切り設置工 L=21003

上部工断面図 S=1:30
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t=50mm
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a部

水切り設置工

ウォーターカッター同等品

a部

水切り設置工

ウォーターカッター同等品

水切り材詳細図 S=1:1a部詳細図 S=1:5

水切り設置工

ウォーターカッター同等品
6025

25

20

下地処理

接着材

エポボンドEB-1CH同等品

水切り材

ウォーターカッター同等品

令 和 　 　 年8 度

縮　 尺図　　名

図示道路橋りょう整備事業事 業 名

図面番号工 事 名
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長 佐 長 計 図

阿南市建設部土木課

水切り設置工計画図

補修工事（2）(着手日指定型)
市道谷紺屋線（谷橋）
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上部工断面図 S=1:80
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4800

400

道路付属構造物塗替え工

照明柱補修計画図
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桁長2100055 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

55 桁長21000 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

1.3%1.7%

C L

河川(桑野川)

平面図

側面図 S=1:200

A1 P1 P2 A2

道路付属構造物塗替え工 道路付属構造物塗替え工 道路付属構造物塗替え工 道路付属構造物塗替え工

道路付属構造物塗替え工 道路付属構造物塗替え工 道路付属構造物塗替え工

FRPシート設置工

道路付属構造物塗替え工

A=3.415m2 A=3.415m2
A=0.010m2（起点側）
A=0.010m2（終点側）

A=2.945m2

A=2.945m2 A=2.945m2A=3.415m2 A=3.415m2

a部

40
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S=1:200

名　称

素地調整
道路付属構造物塗替え工

仕様・寸法 数　量

付属構造物塗替

単位

m2

12.72

備　考

m2

道路付属構造物塗替え工

12.72

A=2.945m2

名　称

0.01m2以上0.07m2未満/枚紫外線硬化型FRPシートA

仕様・寸法 数　量単位

0.02

備　考

m2

FRPシート設置工

0.07m2以上0.15m2未満/枚紫外線硬化型FRPシートB -m2

0.15m2以上/枚紫外線硬化型FRPシートC -m2

ウルトラパッチ同等品

ウルトラパッチ同等品

ウルトラパッチ同等品

″a″部詳細図 S=1:10

（紫外線硬化型FRPシート 施工要領）

1.旧塗膜、錆、水分等を除去し表面の清掃を行う。

2.素地調整後、ハケ等でプライマーを塗布する。

4.直射日光が当たらないように、紫外線硬化型FRPシート

　を張付ける。

5.日光（紫外線）により硬化させる。（※日光が当たらな

6.硬化（色が黄色に変色すれば完全硬化）

7.施工完了

3.不陸調整を行う。

　い場合は、紫外線照射装置を使用して硬化させる。）

起点側断面図
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50 FRPシート設置工

A=0.01m2

終点側断面図

20
0

50FRPシート設置工

A=0.01m2

電気用設備開口部

照明柱

電気用設備開口部

照明柱

令 和 　 　 年8 度

縮　 尺図　　名

図示道路橋りょう整備事業事 業 名

図面番号工 事 名
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補修工事（2）(着手日指定型)
市道谷紺屋線（谷橋）

照明柱補修計画図
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道路橋りょう整備事業
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車道側
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A6061S-T6

主要横梁

楕円 170x85x3.5

659590

55 250 95

192.5 207.5

400

20

70
20

027
0

アンカーセンター

70

甲丸ボルト

AC7A相当

ボトムシート
A6063S-T5

楕円 99x69x4
A6061S-T6

M12x30
A2-70 SUS

板ナット

A6061S-T6
L=170

A6061S-T6

トップレール

楕円 100x50x3

支柱

下段横梁

種別 C種

S=1/6車両防護柵取付詳細図

高欄兼用

3030

30

A 120

約10320

306030

トップレールスリーブ
A6061S-T6

A6061S-T6

主要スリーブ
340

40 80 100 80 40

下段スリーブ

A6061S-T6

50 60 80 60 50

300

60

60

110

ABB

55 120 55

230

85
24

5

33
0

35

色調は別途打合せとする。

コンクリート強度 σck=21N/mm  以上2

3. 本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0～2.5%勾配に使用とする。

主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、

1. 表面仕様

端　部継手部

断面A-A

ボトムレールC
A6063S-T5

A6063S-T5
ボトムレールA

A6063S-T5

ボトムレールB

A6063S-T5

バラスター

6

15

甲丸ボルト

M12x30
A2-70 SUS

断面B-B

35

14

12
5

33
48

45

115

286028

断面C-C

断面D-D

特寸ワッシャー

S45C（H ）
溶融亜鉛メッキ処理

S=1/3アンカーナット締め付け部

六角ナット M20
前部ナット材質：S45C（H ）

後部ナット材質：強度区分4以上
溶融亜鉛メッキ処理

外径56x内径23xt6

50

20

張出固定ブラケット
L100x55x7
A6061S-T6

M6x35（なべ）

SUS

28

アルミ合金鋳物
（下段横梁用）
エンドキャップ

端部張り出し部は

エンドキャップ
（ボトムレール用）
アルミ合金鋳物

エンドキャップ
（主要横梁用）
アルミ合金鋳物

エンドキャップ
（トップレール用）
アルミ合金鋳物

ボトムレールA

注記

D D

C

C

支柱は塗装処理、ボルト（アンカーを除く）はステンカラー、シルバー及びダークグレー色の時を除き着色処理とし、

全ネジアンカーボルト
M20x330
SCM 435

溶融亜鉛メッキ処理

（AP-20L相当品）
樹脂カプセルアンカー

M20x270
全ネジアンカーボルト

SS 400

溶融亜鉛メッキ処理

（AP-20相当品）
樹脂カプセルアンカー

M16x50（六角）

A2-50 SUS

M16x70（六角）

A2-50 SUS

M10x40（六角）

A2-50 SUS
N1,W2,SW1

SUS

M5x16（十字穴付き六角）

W1,SW1

W1,SW1

N1,W1,SW1

N1,W1,SW1

N1,φ56W1,SW1N1,φ56W1,SW1

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

2. 本防護柵の設計・製作仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成

540.5,539.5

防護柵補修計画図(その1)
(新設防護柵 構造図)

N1,W2,SW1

M16x40（六角）
A2-50 SUS
N1,W1,SW1

甲丸ボルト
M16x35

A2-70 SUS

M12x22（六角）
A2-70 SUS

M4x20（なべ）
SUS

SUS

M4x16（トラス）

W1,SW1

W1,SW1

W1,SW1

M20用スプリングワッシャー
溶融亜鉛メッキ処理

車道側
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補修工事（2）(着手日指定型)
市道谷紺屋線（谷橋）



橋長(65175)

1000540.5 1000 539.51500 9@2000=18000 125010@2000=2000015008＠2000=16000 125012501250

レベル用

55 45

高欄兼用車両用防護柵長65080

　 レベル用 　

橋長(65175)

1000540.5 1000 539.59@2000=18000 125010@2000=2000015008＠2000=16000 125012501250

レベル用

55

高欄兼用車両用防護柵長65080

　 レベル用 　

1500

1.7% 1.3%

2%用 2%用

2%用 2%用

S=1/100平 面 図

2.図中 ○ 印は支柱取付位置を示し、＋ 印は横梁,トップレール継手部を示す。

1.記入寸法はアンカーセンター押さえとし、実長で示す。注記

3. （　）内寸法は水平長を示す。

高欄兼用車両用防護柵総延長（レベル用） 130M160

車道側

車道側

A2A1 LEVEL

CA

伸縮量60mm 伸縮量60mm

伸縮量60mm伸縮量60mm

P1 P2

30桁長（21000） 桁長（21000） 45 桁長（23000）

B

支柱勾配

ユニット勾配

支柱勾配

ユニット勾配

45

F F FMM M

4. 親柱形状を確認のこと。

5. 記入寸法を確認のこと。

20
7.

5
19

2.
5

40
0

20
7.

5
19

2.
5

40
0

30桁長（21000） 桁長（21000） 45 桁長（23000）

30桁長（21000） 桁長（21000） 45 桁長（23000）

30 507.5962.5 492.5 962.545

30 507.5962.5 492.5 962.545

防護柵補修計画図(その2)
(新設防護柵 構造図)

A B C

1000540.555 1250

320 10

17511@150=1650175

2000 20001500

320 60 1120

1000 539.5 451250

S=1/30姿　図

A-A

S=1/30姿　図

B-B

S=1/30姿　図

C-C

320 10

470

665

385

685

遊間88

A1 A2

親柱 親柱
伸縮部
伸縮量60180 160@4=640 180175 150@6=900 175

F M

M F

P1

524.530945.5

道路橋りょう整備事業
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阿南市建設部土木課

市道谷紺屋線（谷橋）
補修工事（2）(着手日指定型)



仮設足場計画図(案)

R(G)

R(AS)

G

ブロック

G

ブロック

A1

P1 P2

A2

1.3%1.7%

河川(桑野川)

平面図(橋面)

側面図

吊り足場

A1 P1 P2 A2

吊り足場
枠組足場 枠組足場 枠組足場 枠組足場

非出水期水位(足場設置時) DL=7.191 (Q=170m3/s)

S=1:200

S=1:200

H.W.L=11.171H.W.L=11.171

桁長2100055 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

55 桁長21000 30 桁長21000 45 桁長23000 45

橋長65175

40
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40
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00

2000200020002000

2000 2000 2000 2000

40
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40
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40
0

48
00

吊り足場 L=66875

吊り足場 L=66875

75
00

75
00

75
00

75
00

備　考数　量単位名　称

足場工数量表

仕様・寸法

225.00m2
足場工

吊り足場

（A1～A2径間）

TYPE-E　シート+板張防護

192.00掛m2枠組足場 照明柱補修用

上部工断面図 S=1:80

標準部

枠組足場

照明柱部

チェーン

足場板

チェーン

足場板

H.W.L=11.171

※吊り足場は、計画高水位(H.W.L)以上に設置する。

H.W.L=11.171

400 4000

4800

400

75
00

3200

400

800

4000
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800
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800 800

800 925 800 925

CL CL

CL

道路橋りょう整備事業

工 事 名
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阿南市建設部土木課

市道谷紺屋線（谷橋）
補修工事（2）(着手日指定型)

仮設足場計画図(案)
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板張防護
シート防護

板張防護
シート防護

剥離剤養生シート 剥離剤養生シート

剥離剤養生シート


